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安全・安心ふくいプログラム２０２１－２０２２の取組結果（令和３年度） 【概要版】

◆目的◆
県民が安全で安心して暮らせる福井の実現

◆基本目標◆
➢ 刑法犯の検挙率向上

重要犯罪の検挙率100パーセント

➢ 交通事故死者数25人以下 など

◆取組項目◆
１ 子ども、女性、高齢者を犯罪から守る

２ 犯罪の起きにくい社会をつくる

３ 犯罪の取締りを強化する

４ 交通事故から県民を守る

５ テロ、大規模災害等から県民を守る

６ 治安基盤を強化する

◆期間◆
２０２１年度～２０２２年度の２年間

【警察】

➢ 子どもの登下校時間帯を重点とした警戒活動の推進

➢ レディースガードリーダーと連携した防犯講座の開催

➢ 特殊詐欺対策の推進

・金融機関ＡＴＭにおける携帯電話使用自粛運動の推進

・特殊詐欺撲滅アンバサダーによる広報啓発活動の実施 等

【県】

➢ 夕方見守り協力店やドラレコ見守り協力者による

子どもの「ながら見守り」の推進

➢ 児童相談所の体制強化等、児童虐待事案に対する適切かつ迅速な児

童の一時保護等の対応

１ 子ども、女性、高齢者を犯罪から守ります ２ 犯罪の起きにくい社会をつくります

【警察】

➢ 自主防犯団体に対する安全情報の提供、装備の貸出等の活動支援の実施

➢ 街頭防犯カメラ設置促進アドバイザーによる防犯カメラの効果的

な設置・管理のための情報提供・助言の実施

【県】

➢ 防犯カメラの設置を支援

設置台数 81地区227台（累計）（R4.3末現在）

【警察】

➢ 原子力施設に対する24時間体制の警戒警備の実施

➢ 聖火リレー等の大規模イベントや公共交通機関等におけるテロ対策の推進

➢ 関係機関と連携した大規模災害をはじめとする緊急事態への対処態勢の強化

【県】

➢ 複数同時発生の災害を想定した福井県総合防災訓練の実施

➢ 化学テロ、立てこもり等のテロ事案を想定した国民保護の図上訓練の実施

５ テロ、大規模災害等から県民を守ります

【警察】
➢ 県民サポート課の新設など相談受理態勢の強化
➢ 福井県犯罪被害者等生活支援金給付制度の創設、給付の実施
➢ 越前警察署南交番の建替え

【県】
➢ 福井県犯罪被害者等支援条例の施行・計画の策定
➢ 犯罪被害者等支援条例制定の記念講演会の開催や
リーフレットの配布による県民理解の推進

６ 治安基盤を強化します

主な取組

概 要

資機材の貸出 街頭防犯カメラ設置促進アドバイザー 押収した覚醒剤等 来日外国人に対する法令講習

聖火リレー警備 被害者の手引 越前警察署南交番

成

果

課

題

➢ 刑法犯認知件数は戦後最少を更新

➢ 検挙率は着実に向上（全国２位）
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県内 全国平均(％)

➢ 重要犯罪の検挙率は全国平均を上回り、

高水準を維持

(件)

信金との共同宣言

原子力施設の警戒警備

刑法犯認知・検挙状況の推移 重要犯罪検挙率の推移 ストーカー・DV事案の検挙状況の推移

➢ 児童虐待事案の認知対応件数は増加傾向

児童虐待事案の認知対応状況の推移

➢ ストーカー・ＤＶの検挙件数は高水準

で推移

【重要犯罪の主な検挙事例】

➢ 令和元年６月に発生し、未解決となっていた殺人未遂事件（R3.11）

【薬物犯罪の主な検挙事例】

➢ ブラジル人グループによる覚醒剤等営利目的所持事件（R3.12）

【来日外国人対策】

➢ 来日外国人が所属する関係機関・団体等における法令講習等の実施

３ 犯罪の取締りを強化します

【警察】
➢ 反射材着用促進やハイビーム実践運動の広報啓発活動の推進
➢ 運転技能自動評価システムを活用した個々の特性を踏まえた安全運転指導の実施
➢ 通学路における交通取締りや生活道路における「ゾーン30」の整備等の推進

【県】
➢ 「福井県自転車の安全で適正な利用に関する条例」の制定
➢ 交通事故発生調査分析を実施し、課題を抽出
➢ 安全運転サポート車購入の支援

４ 交通事故から県民を守ります

➢ 相談等件数は200件超えの高水準で推移
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認知件数 高齢者の割合(件) (％)

➢ 女性が被害者となる犯罪の認知件数は高水準

で推移

(件)

子どもに対する声掛け事案等の推移 女性対象犯罪の認知件数の推移 特殊詐欺の認知件数の推移

➢ 特殊詐欺の認知件数は前年より増加し、

高齢者被害の割合は増加傾向

交通死亡事故の発生状況の推移

➢ 交通事故死者数は過去最少を記録するも、

高齢者の割合は５割超えの高水準で推移
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相談等件数(件) (％)

防犯カメラ

県総合防災訓練ハイビーム実践運動ＴＶＣＭ 高齢運転者に対する安全運転指導
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認知対応件数 児童通告人数(件) (人)
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ストーカー ＤＶ

ゾーン30の整備

通学路危険個所の確認

条例周知リーフレット

(件)


